
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

3,930 3,930

7,992 11,492

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

組織基盤構築支援事業補助金を活用し、地域の「住んでよし訪れてよし」の視点での滞在交流型プログラムの造成に向けた足がかりを作

る。

目標に対

する成果

の状況

座学や現地視察において知見を広めたほか、ケーススタディ（課題）に対し、グループごと地域の観光振興方策の策定を行ったことで、中

核人材に要する知識やスキルを一定度習得した。

 概算事業費（B（A）+C） 0 20,009 19,379 16,317

12,387 12,387

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの

財源

7,992 15,422

概　算

人件費

1.50 1.50 1.50

0

7,622 6,992

12,387

7,992 11,492 0

3,930

合計（A) 0 3,930

23名

26年度26年度26年度26年度 27年度

当初予算

補正予算 3,930

２．観光地域づくり活動への支援 補助金

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

１．中核人材の育成 直接

・観光地域づくりを牽引する中核人材の育成のため

「信州・観光地域づくりマネジメント塾」を開催（年間10

回）

1,492 1,151

・観光地域づくりのための組織基盤構築への支援

・滞在交流型プログラム群の創出支援

10,000

県が関与

する理由

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

民間等との協力による観光地域づくりにより、長野県への誘客促進を図るため。

課・室 観光誘客課

総合５か年

計画
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施策の総合的展開

１－２　強みを活かした観光の振興

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

0

観光地域づくりを牽引する中核人材が中心となった組織基盤が、「住んでよし訪れてよし」の視点で滞在交流型プログラムの造成を行うこと

により、国内外から選ばれる観光地域を形成する。

多様化する観光客のニーズに対応していくためには、農商工事業者やＮＰＯ団体など、域内の事業者が壁を超えて連係し、地域が一体と

なって地域資源を最大限に活かした魅力ある「滞在交流型プログラム」を造成し、観光客を呼び込んでいく観光地域づくりを牽引していく

中核となる人材の育成及びその取り組みに対する支援が求められる。

成果目標の達成状況

項目

中核人材育成数

滞在交流型プログラム群創出地域数

事業番号 07 03 06 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 観光地域づくり促進事業費観光地域づくり促進事業費観光地域づくり促進事業費観光地域づくり促進事業費
担

当

課

部局 観光部

1選ばれる観光地域づくり 実施期間 H２５ ～

20名 24名 達成

達成1地域 2地域 2地域

○中核人材育成数：24名以上（1期2年、第2期生H26～H27）

○滞在交流型プログラム群創出地域　2地域

Ｈ26
H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

24名

１地域

5,841

合計 11,492 6,992


